
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 

 

 

 

 

 

 

◆◇『正しく知って、正しく怖れて、正しく予防』◇◆ 

12月12日（土）に学校保健委員会を開催いたしました。学校保健委員会とは、毎年生徒会の保健美化委員会のみな

さんが、年度初めにテーマを決めて、時間をかけて調査・分析し、まとめたものを発表します。今年度のテーマは「新型コ

ロナウィルス対策について考えよう」でした。 

「コロナ感染拡大にともなって、今年はカナダ研修旅行もなくなり、私たちの生活にも残念な影響が少なからずありま

す。それでも私たちが毎日学校生活を明るく送れるようにたくさんの方々が支えてくださっています。それに対して、私た

ちは自分たちができることをしっかり行うことが必要だと考えて、今回の発表を準備しました。」との委員長さんの挨拶で

発表が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員さんたちはグループ単位で各項目を担当し、発表しました。なかでも休校期間中の附属中生の生活についてのア

ンケート調査は、とても興味深いものでした。 

 〇勉強への不安があった    あった５２％、なかった３５％ 

 〇自分や家族が感染することへの不安があった  あった４８％、なかった４１％ 

 〇生活リズムが変化した     良くなった１４％、変わらない３５％、悪くなった４１％ 

 〇消毒の回数が変化した    増えた５９％、変わらない１８％、減った１％ 

 〇手洗いの頻度が変化した    増えた５１％、変わらない２５％、減った３％     などなど 

 

新型ウィルスに対する不安はもちろんあるけれど、適切に予防しようとする附属中生の意識の高さがうかがえます。ま

た、食事、睡眠、運動の生活習慣からの感染予防対策も紹介されました。最後に「感染症は誰にでもなる可能性がありま

す。目に見えないウィルスに対する不安から、間違えた差別が生まれてはいけません。優しさと思いやりもウィルスと戦う

力です」と締めくくられました。正しく知って、正しく怖れて、正しく予防。賢明な附属中生を頼もしく思います。 
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学校保健委員会プログラム 

テーマ 『新型コロナウィルス対策について考えよう』 

第 1章 

１．コロナウィルスの発生源はどこなの？ 

２．コロナウィルスとほかのウィルスとの違い 

３．コロナウィルスが私たちに与えてきた影響は？ 

 

第 2章 

１．正しい手洗いの方法とは？ 

２．最終兵器！ソリューションウォーター！ 

３．マスクについて 

４．生活習慣からコロナウィルスを予防したい！ 

5.3 つの感染症 

高い効果＆安全性のソリューションウォーター 工夫されたPPは、とってもわかりやすい！ 



 

 

 

 

２０２０年もあと 7日、１年生生活も残すところ３か月になりました。8月 17日に始まった 2学期は長かったでしょう

か？あっという間でしたか？ 南高祭、体育祭、PAA、EGG、試験と次々と寄せてくる新しい中学校生活の波に、9期

生は精一杯乗って、毎日毎日お互い支え合って本当によくがんばりました。おかげでたくさんの思い出もできました。み

なさんの 2学期の頑張りを、少しずつ紹介します。 

今、9期生のフロアには「おもいやり、あかるい、きりかえ、たすけあい、いっしょうけん命、しゅうちゅう、を大切にしよ

う」の思いを込めた学年目標と、それに 160人それぞれがどのように向き合っていくかを表明した掲示物があります。

各クラスで 2学期の振り返りをしたところ、「切り替え」項目が共通して課題にあがりました。3 ヶ月後には2年生となる

姿を思い浮かべて、9期生全員で課題改善にむけて行動しましょう。合言葉はもちろん「やる気スイッチON！」です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 組：あああああ クラスが始まったときは人と話すのをあまり積極的にすることができなかったが、今はいろんな人と

話せるようになった。他クラスや部活の先輩とも積極的に話せるようになったのでよかった。3学期ではさらにいろん

な人といろんな話をしたり、部活での新人公演に向けて自分の仕事を頑張ったりしていきたいです。       

 

1 組：あああああ 1 学期に比べて委員会活動を頑張ったと思います。消毒の呼びかけや花壇の整備、そして学校保

健委員会に向けてさまざまな学年の人と話し合ってより良い案を出そうと励みました。部活動でも日が短くなり活動

時間が減ってしまったが、その中で練習が多くできるよう時間を意識するようになった。1 学期よりも「目標」をきちん

と考えながら行動するようになった。 

 

2 組：あああああ クラスを超えた友だちがとても増えました☆ 1～4組までの人と交流することができました！委員

会では「いじめ防止」の発表準備が始まりました。PP に挑戦し、他クラスの人と協力して準備を進めています。先輩方

にも引っ張ってもらって、たくさん教えていただきました。クラスの中でも色々な友だちと話すことを意識しました。 

 

2 組：あああああ 係の仕事は、最初の頃なぜか自分が全てやらなければと思っていたが、他の人が色々なところで

フォローしてくれて、余裕をもって仕事ができるようになった。僕は委員会に入っていないが、友だちが委員会のことで

何か相談したり、頼みに来たりしたら積極的に手伝いたいと思った。また何か頼まれたら笑顔で手伝おうと思った。 

 

3 組：あああああ 特に数学αを頑張れたと思う。自分は５教科の中で一番好きで、得意なのは数学αだ。だから、間

違いを恐れず自分の意見を言うことができた。これは継続していきたい。ほかの教科でもいえることだが、あまり自信

がなくても勇気を出して言うことで成長できると思う。間違っていてもそれを正すことができれば成長できると思う。 

 

3 組：あああああ 授業では積極的に取り組むことができた。わからないところがあった時には、友達に聞いたり、先

生に聞いたりすることができた。自分の考えを発表したりすることができた。３組はとても明るく元気なクラスで、休み

やる気スイッチON！ の 9期生 



時間はもちろん、授業中も３組らしさが出ていた。授業でも発言が活発なので、いろんな人たちのいろいろな考えを知

ることができ、自分の考えをより深めることができた。  

 

4 組：あああああ PAAや体育祭、南高祭が不運な状況での開催だったけれど、少なくともできたのだから改めて感

謝したい。さらに、クラスは、この困難をともに乗り越えた仲間として、休校期間を差し引いても余りある間柄になった

と思う。学校生活で常に積極的に意欲的にできるとは思っていないけれど、その中でも最大限行動できたと思ってい

るし、これからも続けたい。 

 

4 組：あああああ PAAや南高祭から、今まで話しかけたことのなかった人や、男女の壁などを気にせずに話せるよ

うになった。1学期は自分が周りに溶け込むことを考えていたが、2学期は周りの人と交流することを重視できた。クラ

ス行事に率先して参加したり、声かけをしたりするのが自分には足りていないと思うので、メリハリのついた明るい人

になれるよう２年生に向けてがんばりたい。 
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 お知らせ 

３学期は１月６日（水）に始まります。健康に気をつけて、有意義な年末年始をお過ごしください。 

持ち物  ○お家の方に印鑑をいただいた連絡票 〇冬休みのしおり ○冬休みの課題 ○お弁当 

○体育館シューズ ○月１２３４５６の時間割(←水曜日ですが月曜日の時間割です)    

※１２月２９日～１月４日午前中は閉庁期間です。 

 

表彰のお知らせ ～おめでとう！～ 

横浜市立中学校作文コンクール 

読書感想の部 優秀 ああああさん 

 

クラスの枠を超えた学年集会 

師走の福袋 

９期生の「今年の漢字一字」には、新、変、幸、笑…が並びま

した。冬休みはご家庭で親密な時間を過ごしてください！ 

 

 12 月 15 日（火）に学

級委員会主催の学年

集会が行われました。

クラスの枠を超えてグ

ループを作り、学年の

交流を図りました。 

 「猛獣狩りに行こう」

の流れからグループを

作り、「借り人競走」を

楽しみました。 

 集会のねらい通り、他

クラスの人と積極的に

交流し、みんなで盛り

上がることができまし

た。あふれる笑顔は、寒

さも吹き飛ばしました。 


